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み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む

❷
宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
で
申

し
込
む

※
４
月
号
に
折
り
込
み
ま
し
た
「
消
費
応
援
コ

ー
ナ
ー
」
チ
ラ
シ
裏
面
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
は
掲
載
を
確
約
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
取
引
は
当
事
者
間
の
責
任
で
行
って
く
だ
さ
い
。

・
宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
、
取
引
に
関
し
て
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

当
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
売
り
上
げ
が
落
ち
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ

ま
を
応
援
す
る
た
め
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
無
料
掲
載
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
、
４
月
10
日
（
金
）
か
ら
設
置
し
て
い
ま

す
。
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

【
掲
載
で
き
る
方
】

当
所
会
員
事
業
所
の
方

【
掲
載
で
き
る
内
容
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

売
上
が
落
ち
て
い
る
商
品
や
過
剰
在
庫
、
感
染

症
予
防
に
役
立
つ
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
新
た
に
始

め
た
取
り
組
み
な
ど
の
情
報

※
掲
載
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
簡
単
な
審
査

が
あ
り
ま
す

【
掲
載
期
間
】

５
月
31
日
ま
で
（
予
定
）

※
状
況
に
よ
り
掲
載
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

【
申
込
方
法
】

　

お
申
し
込
み
に
は
２
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

❶
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

　

令
和
2
年
度
補
正
予
算
の
成
立
に
よ
り
、
国

の
新
た
な
支
援
施
策
が
動
き
出
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
新
た
に
実
施
さ
れ
る
支
援
施
策
を
盛

り
込
ん
だ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
V
o
l.
2
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

前
回
作
成
し
た
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
情
報
に

加
え
て
、
補
正
予
算
対
応
版
の
新
し
い
施
策
等

を
紹
介
し
ま
す
。

  

主
な
掲
載
内
容

◎
実
質
無
利
子
融
資
や
特
別
利
子
補
給
制

度
の
概
要

◎
持
続
化
給
付
金
の
概
要

◎
市
新
業
態
開
拓
等
支
援
補
助
金
の
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、
6
月
30
日（
火
）ま
で
の
期
間
、

事
務
所
を
分
割
し
て
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
が
掛
か
ら

な
い
よ
う
に
万
全
を
尽
く
し
て
対
応
し

ま
す
の
で
、
次
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◎
市
企
業
等
応
援
助
成
金
の
概
要

◎
雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充

◎
宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
支
援
施
策

◎
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
関
連
施
策 

な
ど

　

詳
細
は
本
号
に
同
封
し
た
別
冊
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
V
o
l.
2
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
消
費
応
援
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
V
o
l.
2
を
発
行

宇都宮商工会議所 事務所の分割のお知らせ 01

02

◎経営相談は事前予約を原則としますので、予め電話、メール等で
ご連絡ください。

◎電話でご連絡いただいた場合は、電話回線の都合上、折り返し
連絡による対応をさせていただく場合があります。

◎予め電話、メール等で相談したい内容等をヒアリングさせていた
だき、窓口応対時間の短縮に努めさせていただきます。

◎窓口での相談が必要な場合は原則2階相談コーナー（大会議室）
で応対させていただきます。

◎飛沫拡散の防止のため、相談コーナーの机上にはクリアパーテシ
ョンを設置しています。

◎お客さまにもマスクや手指の消毒などのご協力をお願いします。

問合せ

総務部
☎028-637-3131

消費応援コーナー
申し込み用
メールフォーム

検索宇都宮商工会議所

問合せ

総務部
☎028-637-3131

分割期間
6月30日（火）まで

　世界中で大流行している新型コロナウイルス感染症の影響は、日を追うごとに大きくなっています。当所では
最新情報を盛り込んだ「新型コロナウイルス感染症支援ガイドブックVol.2」の発行や、飲食店やホテルをはじ
めとした会員事業所が、新型コロナウイルスの影響で始めた取り組み等の情報をWEBで発信する「消費応援
コーナー」の設置などで、より一層の支援を行ってまいります。

新型コロナウイルス感染症による

危機を、乗り切りましょう！
「支援ガイドブックVol.2」を発行、「消費応援コーナー」などを実施しています

特集1  新型コロナウイルス対策支援
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図１

小泉斐筆
「鮎図」
天保8年（1837）

個人蔵

図2

小泉斐筆
「諸葛孔明像」

天明4年（1784）
個人蔵

　

江
戸
時
代
後
期
の
画
家
で
、
下
野
国
益
子（
栃
木
県
益
子
町
）で
生
ま
れ

た
小
泉
斐（
号
壇だ

ん
ざ
ん山
、
1
7
7
0
～
1
8
5
4
）。
画
家
で
あ
り
、
黒
羽

藩
に
仕
え
る
神
官
と
し
て
も
活
躍
し
た
斐
の
若
き
日
の
出
会
い
に
は
、
宇

都
宮
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
近
江
国（
滋
賀
県
）出
身
の
商
人
た
ち
が
深
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

画
家
・小こ

泉い

 ず

 み

斐あ

 や

 る

〜 
若
き
日
の
出
会
い
と
旅 

〜

　

現
在
の
宇
都
宮
市
二
荒
町
と
馬
場
通
り

三
丁
目
付
近
に
は
、
昭
和
時
代
ま
で
日
野

町
と
い
う
町
名
が
あ
り
ま
し
た
。
今
も
そ

こ
に
は
日
野
町
通
り
が
あ
り
商
店
が
並
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
の
町
の
歴
史
は
古
く
、
慶
長

3（
1
5
9
8
）
年
、
近
江
国
日
野
（
滋

賀
県
日
野
町
）
生
ま
れ
の
蒲が

も
う生
秀ひ

で
ゆ
き行
が
宇

都
宮
城
に
入
封
し
た
の
を
機
に
日
野
の
商

人
が
宇
都
宮
に
訪
れ
、
秀
行
が
彼
ら
を
御

用
達
商
人
と
し
て
取
り
立
て
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

　

近
江
国
出
身
の
商
人
た
ち
は
、
江
戸
時

代
に
入
る
と
他
国
に
出
店
を
設
け
、
本
宅

の
あ
る
近
江
と
出
店
先
を
行
き
来
し
商
い

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
広
義

で
は
近
江
商
人
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
地
ご
と
に
日
野
商
人
や
八
幡
商
人
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
近
江
国

に
ゆ
か
り
の
あ
る
店
は
栃
木
県
内
に
今
も
多

く
残
り
、ス
ー
パ
ー
か
ま
し
ん
や
島
崎
酒
造
、

外と
の

池い
け

酒
造
な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
身
近

な
存
在
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
宇
都
宮
の
地

名
や
、
な
じ
み
の
あ
る
店
の
ル
ー
ツ
に
実
は

近
江
商
人
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
下
野
国
が

誇
る
郷
土
の
画
家
・
小
泉
斐
も
ま
た
、
近
江
商

人
と
深
い
繫
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

斐
と
い
う
と
鮎
を
主
題
と
し
た
絵
（
図
１
）
が

特
に
有
名
で
、
今
も
な
お
人
気
を
集
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
斐
の
絵
の
師
匠
こ
そ
日
野
商
人
の
島
﨑

雲う
ん

圃ぽ

（
1
7
3
1
〜
1
8
0
5
）
で
し
た
。

雲
圃
は
茂
木
に
店
を
構
え
て
い
た
栄さ

か
え
や屋

の
三
代
目

で
、
茂
木
と
日
野
を
行
き
来
す
る
生
活
を
送
って

お
り
、
斐
も
ま
た
雲
圃
に
従
い
日
野
へ
足
を
運
ん

で
い
ま
す
。
雲
圃
の
も
と
で
絵
を
学
び
多
く
の
作

品
を
描
い
た
斐
で
し
た
が
、
一
方
で
神
主
と
い
う

顔
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
斐
は
も
と
も
と
益
子
の

神
官
・
木
村
市
正
の
家
に
生
ま
れ
、
十
八
世
紀

末
頃
に
那
須
に
あ
る
大
宮
温
泉
神
社
の
小
泉
家

の
養
子
と
な
っ
て
同
社
を
継
ぎ
、
文
政
2

（
1
8
1
9
）
年
以
降
は
黒
羽
藩
主
大
関
増ま

す

業な
り

（
1
7
8
2
〜
1
8
4
5
）・
増ま

す

儀の
り

（
1
8
1
1

〜
1
8
6
5
）
の
も
と
藩
の
鎮
国
社
で
宮

司
を
務
め
ま
し
た
。
画
家
と
神
主
、
生
涯

二
足
の
草
鞋
を
履
い
た
斐
の
活
躍
は
、
黒
羽

藩
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の
こ
と
は

こ
れ
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
木
村

姓
を
名
乗
っ
て
い
た
若
年
期
の
実
像
は
あ
ま

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
天
明
4
（
1
7
8
4
）

年
に
描
か
れ
た
「
諸
葛
孔
明
図
」（
図
２
）
は
、

木
村
勝
と
称
し
て
い
た
十
五
15
歳
の
と
き
の

も
の
で
あ
り
、
現
存
最
初
期
の
作
と
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
。
賛
は
水
戸
藩
士
の
藤
田

一か
ず

正ま
さ

（
幽ゆ

う

谷こ
く

、
1
7
7
4
〜
1
8
2
6
）

が
撰
し
、
藤
田
貞さ

だ

正ま
さ

（
北ほ

っ
か
く郭

、
1
7
7
4

〜
1
8
4
6
）
が
墨
書
し
て
お
り
、
こ
の
頃

の
斐
の
交
友
関
係
が
知
ら
れ
重
要
で
す
。
ま

た
、
寛
政
7（
1
7
9
5
）年
に
は
水
戸
藩

士
数
名
と
と
も
に
富
士
登
頂
を
遂
げ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
前
年
に
は
水
戸
で
蛙
や
山さ

ん

ざ

し

査
子

の
写
生
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
（
図
３
）。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
繫

げ
て
い
く
と
、
若
か
り
し
斐
と
水
戸
藩
士

と
の
交
流
が
密
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
み

え
て
き
ま
す
。

　

水
戸
と
の
繋
が
り
は
、
お
そ
ら
く
水
戸

藩
士
で
彰
考
館
総
裁
も
務
め
た
立
原
翠す

い

軒け
ん

（
1
7
4
4
〜
1
8
2
3
）
と
雲
圃
と
の

関
係
性
の
中
で
育
ま
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

雲
圃
と
翠
軒
は
、
雲
圃
の
没
後
に
翠
軒
が

そ
の
墓
碑
銘
を
撰
し
た
ほ
ど
の
間
柄
で
し

た
。
師
の
雲
圃
と
の
出
会
い
が
さ
ら
な
る
出

会
い
を
呼
び
、
若
年
期
の
研け

ん
さ
ん鑽
が
小
泉
斐
と

い
う
下
野
国
を
代
表
す
る
画
家
を
生
ん
だ

と
い
え
ま
す
。

下
野
・近
江・水
戸
を
結
ぶ

若
か
り
し
斐
の
交
友
関
係

1

栃
木
県
立
博
物
館
主
任  

深
沢  

麻ま

亜あ

沙さ

図3

小泉斐筆
「蛙写生図」

寬政6年（1794）
個人蔵

特集2
Koizumi Ayaru's

History

特集1／画家・小泉斐　～若き日の出会いと旅～
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図6

小泉斐筆
「檀森斎石譜」

江戸時代（19世紀）
東京都立中央図書館
特別文庫室蔵

図4
小泉斐筆

「檀森斎遺稿」
巻三 

江戸時代（18〜19世紀）
東京都立中央図書館
特別文庫室蔵

2

　

寛
政
7
（
1
7
9
5
）
年
3

月
、
師
・
島
﨑
雲
圃
の
近
江
日
野

へ
の
帰
郷
に
従
っ
て
い
た
小
泉
斐

（
当
時
、
木
村
章
蔵
）
は
、
立
原

翠
軒
を
長
と
す
る
水
戸
藩
士
ら

6
名
と
合
流
し
、『
大
日
本
史
』

編
纂
の
た
め
の
調
査
を
目
的
と
し

た
関
西
旅
行
に
赴
い
て
い
ま
す
。

こ
の
西
遊
で
得
た
見
聞
や
上
方
文

化
人
ら
と
の
交
流
は
、
の
ち
の
斐

の
画
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

　

西
遊
に
お
け
る
斐
の
足
跡
は
、

翠
軒
ら
水
戸
藩
諸
士
の
日
記
か

ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
彼
ら
の
主
な
行
き
先
は
京
・

伏
見
・
宇
治
・
奈
良
・
飛
鳥
・
吉

野
・
大
坂
な
ど
で
、
各
地
の
寺

社
等
を
巡
り
、
古
碑
や
扁
額
の

拓
本
採
取
、
書
画
の
模
写
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
遺
る
斐
の
資

料
に
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
図
４
は
、
一
行
が
宇
治

橋
の
た
も
と
に
あ
る
老
舗
の
通つ

う

圓え
ん

茶ち
ゃ

屋や

で
休
憩
し
た
際
、
現
在
も
同
店
の
店
頭
に

安
置
さ
れ
る
木
造
狂き

ょ
う

言げ
ん

通つ
う

圓え
ん

像ぞ
う

（
図
５
）
を
斐

が
忠
実
に
写
し
取
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
斐
が

後
年
制
作
し
た
『
檀だ

ん

森し
ん

斎さ
い

石せ
き

譜ふ

』
と
い
う
石
の

図
譜
に
は
、
こ
の
西
遊
で
写
し
た
「
大
和
国
高

市
郡
橘
寺
三
光
石
」（
図
６
）
や
「
吉
野
金

峰
足
摺
石
」
と
いっ
た
図
を
載
せ
て
い
ま
す
。

旅
の
目
的
の
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
が

道
中
に
出
会
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
引
か
れ

る
も
の
を
記
録
し
写
し
取
っ
て
い
た
様
子
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
古
物
調
査
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
文
化
人
ら
と
の
交
流
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

皆み
な

川が
わ

淇き

園え
ん

（
1
7
3
4
〜
1
8
0
7
）
を

は
じ
め
と
す
る
京
の
人
々
の
ほ
か
、
大
坂
で
は

上
方
随
一
の
好
事
家
・
木き

村む
ら

蒹け
ん

葭か

堂ど
う

（
1
7
3
6
〜
1
8
0
2
）
所
蔵
の
書
画
を

写
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
蒹
葭
堂
か

ら
紀
州
の
画
家
・
桑く

わ

山や
ま

玉ぎ
ょ
く

洲し
ゅ
う（
1
7
4
6

〜
1
7
9
9
）
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
（
和
歌
山

市
立
博
物
館
蔵
）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
と

き
蒹
葭
堂
は
、
翠
軒
と
と
も
に
訪
れ
た
斐
を
「
水・

戸・

画
工
木
村
庄
蔵
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
興

味
深
い
も
の
で
す
。
西
遊
の
旅
の
後
半
、
体
調
を

崩
し
が
ち
だ
っ
た
斐
は
、
京
に
向
か
う
翠
軒
ら
と

別
れ
、
仲
間
の
藤
田
幽
谷
（
1
7
7
4
〜

1
8
2
6
）と
と
も
に
し
ば
ら
く
大
坂
に
滞
在
し
、

蒹
葭
堂
の
蔵
書
の
模
写
を
続
け
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
古
書
画
の
見
聞
は
、
そ
の
後
の
作
画

活
動
の
大
き
な
糧
と
な
っ
た
と
想
像
さ
れ

ま
す
。

　

そ
し
て
再
び
京
で
翠
軒
ら
と
合
流
し
た

の
ち
の
7
月
、
数
か
月
に
わ
た
る
西
遊

の
締
め
く
く
り
に
一
行
は
富
士
登
頂
を

果
た
し
た
の
で
し
た
。
こ
の
と
き
の
過
程

を
描
い
た
斐
の
富
士
登
山
図
は
、
体
験
者

の
み
知
り
得
る
富
士
山
の
姿
を
迫
真
的
に

捉
え
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
富
士
登
山
図
は
、

谷
文
晁
（
1
7
6
3
〜
1
8
4
0
）
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
画
家
に
影
響
を
与
え
、

ま
た
京
で
知
り
合
っ
た
淇
園
を
介
し
て
高
貴

な
立
場
の
者
に
も
上
覧
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
歳
月
を
経
て
、
門
人
た
ち
の
尽
力

の
も
と
出
版
さ
れ
た
版
本
『
富ふ

岳が
く

写し
ゃ

真し
ん

』（
図

７
）
は
、
斐
の
晩
年
を
飾
る
記
念
碑
的
作
品

と
な
り
ま
し
た
。

　

知
ら
れ
ざ
る
下
野
の
画
家
小
泉
斐
の
こ
れ

ま
た
知
ら
れ
ざ
る
若
年
期
の
活
動
は
、
江

戸
時
代
後
期
の
文
化
人
た
ち
の
動
向
を
知

る
上
で
も
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。
た
く

さ
ん
の
人
々
の
繫
が
り
が
、
文
化
の
華
を
咲

か
せ
て
い
た
時
代
、
斐
も
ま
た
そ
の
流
れ
の

な
か
で
育
ま
れ
た
一
人
だ
っ
た
の
で
す
。

特集1／画家・小泉斐　～若き日の出会いと旅～

寛
政
七
年
の
旅　
西
に
遊
ん
だ
斐

2

栃
木
県
立
博
物
館
学
芸
企
画
推
進
員  

久
野  

華
歩

Koizumi Ayaru's
History

図7

小泉斐筆
「富岳写真」

弘化3年（1846）刊
栃木県立博物館蔵

図5

狂言通圓像
室町時代（15世紀）

京都府宇治市・通圓茶屋蔵

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合があります
ので、お出かけの際は事前にお確かめください。詳しくはホーム
ページ等でご確認ください。

企画展
「生誕250年記念 偉大なる無名画家 小泉斐」
6月15日（日）まで
画家小泉斐の生誕250を記念し、その足跡を追った回顧展。斐の作品
を中心に、師や弟子、親交のあった文化人らの関連資料をあわせて展
示することで、下野が誇る偉大な無名画家の魅力に迫ります。
（同館チラシより）

一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料
栃木県立博物館 ☎028-634-1311 

  栃木県立博物館



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工
会
議
所

と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

電
子
証
明
書

会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

株式会社ケイエムシー
代表取締役

仲
な か し ろ

代　順
じ ゅ ん や

哉氏
（令和 2年 4月 1日付）

株式会社ケイエムシー
代表取締役

加藤　紀夫氏

東京ガス株式会社宇都宮支社
支社長

清
せ い

　　幹
も と ひ ろ

広氏
（令和 2年 4月 1日付）

東京ガス株式会社宇都宮支社
支社長

吉田　範行氏

株式会社三洋製作所
代表取締役社長

吉
よ し む ら

村　敦
あ つ し

史氏
（令和 2年 4月 1日付）

株式会社三洋製作所
取締役社長

吉村　憲光氏

会
員
増
強
委
員
会
を
新
設
！

3
月
卒
業
例
会
を
開
催

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-
3
1
3
1

問合せ

　

令
和
2（
2
0
2
0
）
年
度
の
当

所
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て
、
所
定
の

期
日
ま
で
に
ご
納
入
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
年
会
費

は
、
当
所
の
事
業
運
営
や
経
営
支
援

体
制
の
充
実
な
ど
、
地
域
経
済
の
発

展
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、
年
会
費
の
口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
で
、
新
た
に
領
収
書
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
面
倒
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
総
務
部
会
員
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
す
で
に
領
収

書
の
発
行
を
申
し
込
ん
で
い
る
方
は
、

本
年
度
も
同
様
に
発
行
し
ま
す
）。

年
会
費
納
入
の
御
礼

令
和
2（
２
０
2
0
）年
度

商
工
会
議
所
年
会
費
納
入
の
御
礼

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

女
性
部
で
は
、
総
務
委
員
会
と
事

業
委
員
会
の
２
つ
の
委
員
会
で
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら

会
員
増
強
委
員
会
を
新
設
し
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
で
は
現
在
、
市
長
と

の
新
春
懇
談
会
や
総
会
、
女
性
部
広

報
誌「
し
も
つ
け
草
」の
発
行
な
ど
、

ま
た
事
業
委
員
会
で
は
先
進
地
視
察

や
産
業
視
察
、
宮
の
市
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
な
ど
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ

活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
女
性
部
の
発
展
の
た
め

に
は
、
さ
ら
に
活
発
な
活
動
の
展
開

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
女
性
部
の

団
結
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
会
員

や
若
手
会
員
増
加
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
と
考
え
、
新
た
な
委
員
会
設
立

を
し
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
設
置
す
る
会
員
増
強

委
員
会
で
は
、
新
規
会
員
の
獲
得
や

会
員
親
睦
を
目
的
に
、
活
動
を
行
う

　

3
月
27
日（
金
）に
、
市
内
結
婚
式

場
を
会
場
に
青
年
部
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
先
輩
た
ち
の
3

月
卒
業
例
会
を
1
4
0
名
を
超
え
る

参
加
者
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
会
の
内
容
は
、
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
の
ス
ピ
ー
チ
に
花
を
添
え
ら
れ

る
よ
う
、
拡
大
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
、
会
社
や
ご
自
宅
に
撮
影
班
を
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
入
会
メ

ン
バ
ー
と
先
輩
方
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
青
年
部

の
活
動
や
ご
自
身
の
事
業
を
通
し
て

予
定
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

後
に
、
会
員
の
お
薦
め
の
飲
食
店

な
ど
で
、
２
カ
月
に
１
回
程
度
食

事
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
際
に

は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
会
員
同
士
の

交
流
会
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
ま

た
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
店
舗

の
女
性
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
な
ど
に

対
し
て
、
女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て

説
明
を
行
う
予
定
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ま
も
、
女
性
部
へ
の

入
会
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
女
性
部
副
会
長　

今
井　

キ
ヨ
）

の
経
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
写
真
素
材
と
、
ご
自

身
の
思
い
出
ソ
ン
グ
を
お
聞
き
し
、

登
壇
の
際
に
放
映
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま

は
気
恥
ず
か
し
そ
う
に
眺
め
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、

心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
メ
ン
バ
ー

へ
向
け
て
の
エ
ー
ル
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
の
心
に
も
深
く

刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
た

例
会
や
事
業
な
ど
、
先
輩
方
と
の

思
い
出
を
振
り
返
り
、
涙
を
浮
か
べ

る
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
参
加
い
た
だ

い
た
青
年
部
の
皆
さ
ま
、
企
画
、
現

場
撮
影
か
ら
当
日
ま
で
の
長
い
準

備
期
間
、
一
生
懸
命
汗
を
か
き
行
動

を
し
て
く
れ
た
拡
大
委
員
会
の
皆

さ
ま
、
そ
し
て
こ
の
例
会
を
最
初

か
ら
一
緒
に
考
え
知
恵
を
振
り
絞
っ

て
く
れ
ま
し
た
青
年
部
役
員
の
皆

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
令
和
元
年
度  

拡
大
委
員
会

委
員
長　

相
田　

憲
一
）

３月例会に参加したメンバー

今井キヨ副会長

５
月
か
ら
10
月
ま
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
の
お
知
ら
せ

　

当
所
で
は
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で

の
６
カ
月
間
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環

境
配
慮
の
一
環
と
し
て
、
職
員
の
勤

務
時
に
お
け
る
服
装
を「
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
・
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
に
よ

る
応
対
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

と
お
客
さ
ま
お
よ
び
取
引
業
者
の
皆

さ
ま
の
健
康
と
安
全
に
配
慮
し
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
お
よ
び
取
引
業
者
の
皆
さ

ま
に
置
か
れ
ま
し
て
も
、
マ
ス
ク
の
着

用
な
ど
感
染
予
防
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ



経営改善利率1.21%（令和2年3月24日時点）より
当初3年間、▲0.9%引下げ

※金利引下げの限度額は、日本政策金融公庫の「新型コロナウイルス感染症特別
貸付」、「生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付」および「生活衛生改善
貸付の金利引下げ」との合計で3,000万円となります。

融資限度額 ： 別枠1,000万円
ご利用いただける方

運転資金 ：   ７年以内（うち据置３年以内に延長）
設備資金 ： １０年以内（うち据置４年以内に延長）

新型コロナウイルス対策マル経（金利▲0.9%引き下げ）

新型コロナウイルス感染症の影響により、最近１カ
月の売上高が前年または前々年の同期と比較して
5%以上減少している小規模事業者の方

資金の使いみち

金利

「売上高減少率」と「助成額」の計算方法

2019年の総売上1,200万円で、 
「3月」の売上高で減少率を算出する法人の場合

例

売上高減少率

創業一年未満の事業者につきましては、2019年に創業した事業者が対象です。
詳細はコールセンターまでお問合わせください。

3月2月1月
2020年

150万円100万円 100万円2019年　

90万円65万円75万円

前年
同月比　

約25%減 約40%減約35％減

最も売上額が減少した
月を選択いただけます。

30%＜40%＜50%なの
で、❷に該当（50%以上
の場合は、❸および国の
「持続化給付金」に該当）

× 12カ月-（　　　　  　 ）
= 1,200万円 - （90万円 × 12カ月）　　　　　　　　

=120万円（算出額） ＞ 50万円（限度額）

「算出額」と「限度額」のいずれか小さい金額が「助成額」となります。　　　　　

助成金 ： 50万円

助成額

2019年の
総売上

2020年
3月の売上

1011 May  2020

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
、
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
を

支
援
す
る
助
成
金
・
補
助
金
制
度

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
条
件
に
当
て

は
ま
る
事
業
者
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。（
令
和
2
年
4
月
28
日
現
在
）

1 

企
業
等
応
援
助
成
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
国
の
持

き
ま
せ
ん
。

【
助
成
額
】（
上
限
額
）

❶
売
上
減
少
が
20
〜
30
％
未
満

　

個
人
事
業
主
12.
5
万
円

　

法
人
25
万
円

❷
売
上
減
少
が
30
〜
50
%
未
満

　

個
人
事
業
主
25
万
円

　

法
人
50
万
円

❸
売
上
が
50
％
以
上
減
少

国
が
給
付
す
る「
持
続
化
給
付

金
」を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
期
間
】

令
和
3
年
1
月
15
日
ま
で

【
申
請
方
法
】

以
下
の
提
出
書
類
を
作
成
し
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

〈
共
通
〉

①
申
請
書

②
売
上
の
状
況
を
示
し
た
書
類（
任

意
形
式
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
様
式
2「
売
上
高
等

計
算
書
」を
使
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い

企
業
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
市
が
独
自

で
支
援
し
ま
す
。

　

詳
細
は
宇
都
宮
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
者
】

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者（
個
人
事

業
主
を
含
む
）

※
持
続
化
給
付
金
を
受
け
た
後
に

本
助
成
金
を
申
請
す
る
こ
と
は
で

③
申
請
者
名
義
の
通
帳
の
写
し（
金

融
機
関
、
支
店
、
口
座
番
号
等
が

記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
）

〈
個
人
事
業
主
の
場
合
〉

①
開
業
届
の
写
し
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等②
確
定
申
告
書
B
第
一
表
、
第
二
表

③
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な

ど
の
写
し
）

〈
法
人
の
場
合
〉

①
法
人
事
業
概
況
説
明
書

②
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど

【
郵
送
先
】

〒
３
２
０
-０
８
０
６

宇
都
宮
市
中
央
１
-１
-13　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
実
行
委
員
会
事
務
局

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所
・
う
つ
の
み

や
市
商
工
会
・
宇
都
宮
市
）

2 

新
業
態
開
拓
等
支
援
補
助
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
て
、
新
た
な
業
態

（
デ
リ
バ
リ
ー
、
通
販
、
3
つ
の「
密
」

の
回
避
策
な
ど
）を
開
拓
す
る
企
業

に
対
し
て
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

売
上
高
が
前
年
同
月
比
20
％
以
上

減
少
し
た
市
内
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

【
補
助
率
】１
／
２

【
上
限
額
】50
万
円

【
対
象
経
費
】

基
準
日
以
降
に
実
施
し
た
新
た
な

取
り
組
み
に
係
る
経
費（
設
備
費
、

原
材
料
費
、
委
託
費
な
ど
）

【
対
象
と
な
る
取
り
組
み
】

◎
通
販
用
商
品
の
開
発

◎
デ
リ
バ
リ
ー
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

◎
３
密（
密
集
、
密
室
、
密
接
）を

回
避
す
る
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

な
ど

【
申
請
期
間
】

５
月
上
旬
〜
12
月
28
日
を
予
定

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

決
定
次
第
宇
都
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
表
予
定

マ
ル
経
融
資

宇
都
宮
市
の
助
成
金
等

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
企
業
向
け
助
成
金・補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８-

６
３
２-

5
2
0
9

（
平
日
9
時
〜
17
時
）

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和2年4月21日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和2年4月21日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
次
世
代
へ
の
経
営
資
源

の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援
す
る

た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委
託
を
受

け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

●	

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

企業等応援助成金
申請書

ダウンロード

新業態開拓等
支援補助金



有限会社 随想舎
028-616-6605 028-616-6607

平日の
8：30～17：00
※12:00～13:00を除く

変更前

受付時間

変更後

受付時間

平日の
月・水・金曜日の
8:30～11:30、
13:00～16:30

1213 May  2020

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

本
誌『
天
地
人
』の 

一 

部
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け
し

て
い
る
、会
報
「
天
地
人
」（
８
０
０
０

部
発
行
）
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
部

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容
は
、

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載
し
て
い

る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴
史
的
読

み
物
「
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
散
歩
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い

る
「
社
是
・
社
訓
は
企
業
の
原
点
」

な
ど
、
本
誌
で
人
気
の
高
い
記
事

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
連
載
記

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確

実
に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の

事
業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す
る

「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、
本
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

事
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
時
や
、
歴

史
的
な
も
の
を
調
べ
る
際
に
も
便
利

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲

載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
す
の
で
、
会
報

掲
載
時
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧

が
可
能
。
も
ち
ろ
ん
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
印
刷
し
、
じ
っ
く
り
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
（
印
刷

サ
イ
ズ
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
性
能
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

と
も
ど
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

◎ 会報「天 地人 」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
2
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
8
0
0
0
部
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価
に

発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉6
5
0
0

部
折
り
込
み
／
7
万
5
千
円（
会
員

価
格
・
税
抜
）で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
6
2
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

W
E
B
「
天
地
人
」を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

貿
易
関
係
証
明
書
発
給
に
係
る
窓
口
受
付
時
間
の
変
更

　

貿
易
関
係
証
明
書（
原
産
地
証
明

書
・
イ
ン
ボ
イ
ス
証
明
書
・
サ
イ
ン

証
明
書
・
そ
の
他
証
明
書
）の
発
給

受
付
時
間
を
、
右
の
と
お
り
変
更

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
な
お
、
取
引
上
の
都
合
等
で
や
む

を
得
ず
火
・
木
曜
日
に
発
給
を
要
す

る
際
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貿
易
関
係
証
明

メルマガ
申込フォーム



商工会議所共済制度

会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

1415 May  2020

5月のふれあい共済等
口座振替日

5月22日（金）
〈振替対象〉

	 ◎ふれあい共済
	 ◎特定退職金共済
	 ◎その他アクサ生命㈱の	
	 　団体扱い保険

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

	（
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　
「
ふ
れ
あ
い
共
済
」は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
会
員
限
定
の
共
済
制

度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、宇
都
宮
商
工
会

議
所
独
自
の
給
付
制
度（
見
舞
金
・

祝
給
付
金
・
給
付
品
・
補
助
制
度
）

と
、宇
都
宮
商
工
会
議
所
が
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
と
締
結
し
た
入
院

給
付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン

重
点
保
障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金

特
約
付
定
期
保
険（
団
体
型
）を
組

み
合
わ
せ
た
保
障
プ
ラ
ン
の
名
称

で
、会
員
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご
加

入
い
た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、加
入
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
下
記
の
表
は
、ふ
れ
あ
い
共
済

制
度
の
一
部
を
記
載
し
た
も
の

で
す
。ご
契
約
の
際
に
は
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、重
要
事
項
説
明
書（
契
約

概
要
・
注
意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

4
月
15
日（
水
）か
ら
6
月
30
日

（
火
）ま
で
の
期
間
中
に
保
険
を
ご

成
約
い
た
だ
い
た
方
に
は「
雷
都
物

語
漢
熟
米
」、ふ
れ
あ
い
共
済
を
ご

成
約
い
た
だ
い
た
方
に
は「
雷
都
物

語
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

《
会
員
事
業
所
限
定
》「
ふ
れ
あ
い
共
済
」

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額

雷都物語いちごジャム

雷都物語漢熟米

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
6
月
〜
7
月

で
の
当
所
の
事
業
の
中

止
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
ご
心
配
・
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
何

と
ぞ
ご
理
解
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

事
業
等
中
止
の
お
知
ら
せ

6
〜
7
月
の
当
所
事
業
等
の
中
止
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

名　称 試 験 日

名　称 開 催 日

名　称 開 催 日

３級簿記講座

貸会議室の貸出

法律相談

一日知財窓口

５月１２日（火）       

６月  ９日（火）

６月１９日（金）

6月30日まで（予定）

（4月27日時点）

６月２日（火）からの全日程

【検定試験】

【講座、相談会】

【貸会議室】

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

中止

貸出中止

中止

中止

〈問合わせ〉 総務部   ☎028-637-3131

〈問合わせ〉 経営支援部   ☎028-637-3131

〈問合わせ〉 総務部   ☎028-637-3131

第48回カラーコーディネーター検定試験

第155回日商簿記検定試験　

第47回ビジネス実務法務検定試験

第11回ビジネスマネジャー検定試験

第219回日商珠算能力検定試験

第124回暗算検定試験

第129回段位認定試験

第44回福祉住環境コーディネーター検定試験

第28回環境社会(ｅｃｏ)検定試験

6月  7日（日）

6月14日（日）

6月21日（日）

6月27日（土）

6月28日（日）

6月28日（日）

6月28日（日）

7月  5日（日）

7月12日（日）

中止

中止

中止



〈所在地〉	
宇都宮市富士見町9-3-3-301
☎6028-666-7722
〈問合せ〉
080-5897-3030  担当／広谷

約6,200

約6,200 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,518宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成28年経済センサス活動調査]
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

母
の
日
や
母
を
泣
か
せ
た
悔
い
ば
か
り

ま
だ
幕
は
引
け
ぬ
喝
采
ほ
し
い
か
ら

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
地
球
は
意
気
地
な
し

み
つ
豆
や
姑か

あ

さ
ん
の
愚
痴
聞
い
て
や
る

春
の
野
に
芯
ま
で
白
い
塩
む
す
び	

と
こ
ろ
て
ん
ひ
ょ
ろ
り
ひ
ょ
ろ
り
と
出
て
座
り

こ
の
歳
へ
窓
か
ら
届
く
花
だ
よ
り

真
っ
す
ぐ
に
生
き
抜
い
て
来
た
曲
が
り
角

休
校
の
こ
の
縄
跳
び
へ
飛
ん
で
や
る

コ
ロ
ナ
に
は
手
も
足
も
出
ぬ
置
き
薬

笹
田　

ス
ミ

伊
藤　

王
子

高
田　

武
子

田
﨑　

武
一

山
口　

イ
ネ

中
里　

三
郎

福
士
美
枝
子

鈴
木　
　

茂

御
牧　

秀
世

福
田　
　

弘
（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
272
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
そ
れ
も
人
生
こ
れ
も
人
生

〈
評
〉
意
気
揚
々
と
病
院
を
出
る

〈
評
〉
熱
狂
的
な
マ
ス
ク
手
洗
い

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
6月15日（日）まで
企画展「生誕250年記念　偉大なる無名画家　小泉斐」
画家小泉斐の生誕250年の節目を記念し、その足跡を追った回顧展。斐の
作品を中心に、師や弟子、親交のあった文化人らの関連資料をあわせて展
示することで、下野が誇る偉大な無名画家の魅力に迫る。（同館チラシより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「北澤美術館所蔵　ルネ・ラリック　アール・デコのガラス　モダンエレガンスの美」
6月21日（日）まで
東京都庭園美術館からの巡回展示となります。4月26日（日）と5月31日（日）
の両日午後2時から記念講演が予定されております。先着150人。要チケット。
一般＝1000円／大高生＝800円／小中学生＝600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
6月28日（日）まで
企画展「親と子でみる世界の美術」
栃木県立美術館は1972年の開館以来、美術大国といわれる欧米
のみならず、アフリカ、アジアなどの美術もコレクションに加えてき
た。当館収蔵品の中から旧東欧を含む世界各国の絵画、版画、彫刻、
工芸などの名品・珍品約80点を展示する。（同館チラシより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　

宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

Ａ
～
F
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
世
界
的
拡
大
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
こ
れ
を
宣
言1.

2.
3.
4.
6.
7.

11.
13.
16.
18.
20.
21.
23.
24.

1.
5.
8.
9.

10.
11.
12.
14.
15.
17.
19.
22.
23.
25.
26.

この頃が麦にとっての収穫期と言うことからこう呼ばれる
「ライラック」とも。札幌ではこの祭りも
深い交情のたとえ「○○○○の交わり」
濃厚な醬油で漬けた「○○○漬け」。宇都宮や日光、関西で生産される
モーターサイクルのメッカ○○○○○○もてぎ
晴天なのに突然のにわか雨の気象を「○○○の嫁入り」とも呼ぶ
通常の予算編成後に追加・変更を行うために組まれる○○○予算
はっきりしない記憶を俗にこう言います
インドなどの女性が着ている衣裳
武芸や芸事などで師から授けられる「免許○○○○」

「○○○討ち」「○○○役」「目の○○○」など
「幼な○○○」「○○○の店」「○○○のお客」など
「関白宣言」「親父の一番長い日」などで知られる歌手「○○まさし」
目上の人が目下の者に理由を説いて知らせること。「○○免職」「○○退学」

コーヒー店のコーヒー作りの専門職人の呼称
5月下旬にこれの主な生産地・鹿沼市で開催される「○○○祭り」
登山家。特にロッククライミングをする人

「あいつ、○○の間に帰ったの？全然気がつかなかった」などと
「あの取引先には○○○があるので断るわけにはいかないね」などと
「今回は建て前ではなく○○○で話し合おう」などと
納期までまだ若干の○○○があるので急いで仕上げよう
香味野菜のひとつ。刺身などのツマに利用される
内部が空になっている所。「あの大木の○○にフクロウが巣を作った」などと
南米ペルーの山岳にある○○○帝国遺跡
本県出身の宗次郎氏は陶製楽器○○○○の代表的奏者です
よく言います。「出る○○は打たれる」

「サボる」の語源はフランス語のこれから来ている
口から出る「つば」の別の言い方
アメリカ中北部の五大湖地方の州名

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

セ
イ
サ
ン
ネ
ン
レ
イ

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
5
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
で

あ
る
藤
原
秀
郷（
俵
藤
太
）は
下
野

守
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
栃
木
県
に

深
い
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
す
。
貴

族
、
豪
族
で
あ
り
生
誕
は
、
寛
平
3

（
8
9
1
）年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
謎
の
多
い
秀
郷
の
生
涯
を
軸

に
、
当
時
の
武
家
社
会
や
、
説
話
に

登
場
す
る
秀
郷
の
姿
な
ど
、
多
面
的
に

解
き
明
か
し
て
い
ま
す
。
秀
郷
は
昔
話

の「
む
か
で
退
治
」の
主
人
公
で
あ
り
、

ま
た
天
慶
の
乱
の
首
謀
者
・
平
将
門

を
討
ち
取
っ
た
英
雄
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
市
に
は
、「
百
目

鬼
」と
い
う
鬼
を
秀
郷
が
退
治
し
た

伝
説
も
残
っ
て
い
ま
す
。
本
書
を
ひ

も
と
く
こ
と
で
、
郷
土
の
歴
史
を

彩
る
人
物
の
１
人
で
あ
る
秀
郷
に
、

よ
り
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
２
０
０
１
年
に
出
版
さ
れ
、

昨
年
新
装
版
と
し
て
復
刊
さ
れ
ま

し
た
。

『
伝
説
の
将
軍　

藤
原
秀
郷
』

野
口　

実［
著
］

吉
川
弘
文
館

2
3
0
0
円
＋
税

日
常
の
些
細
な
こ
と
に

ど
れ
だ
け
感
動
で
き
る
か
、

そ
の
感
性
が
も
っ
と
も
優
れ
た

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
と
思
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975年熊本生まれ。書道家。東京理科大
学理工学部卒業後　NTT入社。書道家とし
て独立後は NHK大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」などの題字を手掛け、講演
活動やメディア出演も多数。数年前より身
体に優しいオーガニック食材や発酵食品を
使った店舗のプロデュースを手掛け、湘南
に「CHIKYU FARM　TO　TABLE」、 浅 草
に姉妹店「MISOJYU」をオープン。2019
年元号改元に際し、「令和」の記念切手に書
を提供。ベストセラーの『ポジティブの教
科書』や、『波に乗る力』（日本文芸社）な
ど著書も多数出版。書作品のみならず、現
代アートを主とした個展を国内外にて開催。

公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「感動」

　

会
報「
天
地
人
」で
は
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
情
報
を
掲
載
す
る「
会
員
情
報

局
」コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
業
務
内
容
紹
介
」「
新
製
品
開
発

情
報
」「
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
、
情
報
提
供
の
窓
口
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

誌
面
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
順

等
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
掲
載
内
容
】

事
業
所
名
、
業
種
、
所
在
地
、
連
絡
先
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
紹
介
文

【
掲
載
字
数
】

紹
介
文
３
５
０
字
以
内（
様
式
は
自
由
）

【
掲
載
写
真
】

社
屋
の
写
真
や
商
品
の
写
真
、
地
図

な
ど（
自
社
製
品
の
以
外
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
は
除
く
）

※
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
１
会
員
１

回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
会
員
情
報
局
」コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

総
務
部　

天
地
人
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

http://w
w
w
.u-tenchijin.com

問合せ

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。



　

嘉
永
6
（
1
8
5
3
）年
、
ア
メ
リ
カ

の
ペ
リ
ー
提
督
が
艦
隊
を
率
い
て
日
本
へ

や
っ
て
く
る
と
、
幕
府
は
2
0
0
年
以
上

守
っ
て
き
た
鎖
国
政
策
を
転
換
し
、
開
国

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
対
外
政
策
の
大

き
な
転
換
に
よ
る
混
乱
は
、
幕
府
の
権

威
を
失
墜
さ
せ
、
朝
廷
や
諸
藩
の
政
治

的
な
発
言
力
を
増
大
さ
せ
ま
し
た
。
さ

ら
に
外
国
貿
易
に
よ
る
物
価
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
武
士
だ
け
で
な
く
庶
民
の
間
に

も
幕
政
に
対
す
る
不
信
感
が
広
が
り
ま

し
た
。
宇
都
宮
か
ら
江
戸
に
出
店
し
て
一

代
で
豪
商
と
な
っ
た
父
の
跡
を
継
ぎ
二
代

目
佐
野
屋
孝
兵
衛
を
名
乗
っ
た
菊
池
教

中（
1
8
2
6
〜
1
8
6
2
）も
そ
の
一

人
で
し
た
。

　

跡
を
継
い
で
間
も
な
く
、
安
政
二

（
1
8
5
5
）年
、
安
政
の
大
地
震
に
よ

る
江
戸
の
大
火
で
店
が
焼
失
し
、
大
損

害
を
受
け
ま
し
た
。
教
中
は
経
営
改
革

を
お
こ
な
う
一
方
で
、
拠
点
を
江
戸
か
ら

佐
野
屋
創
業
の
地
宇
都
宮
へ
移
す
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
志
士
と
し
て

の
活
動
も
始
め
ま
し
た
。

  

江
戸
時
代
後
期
の
宇
都
宮
で
は
、
文
人

と
呼
ば
れ
た
知
識
人
た
ち
の
寄
り
合
い
の

場
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

武
士
・
町
人
・
僧
侶
な
ど
と
いっ
た
身
分

を
越
え
て
、
詩
歌
・
書
画
な
ど
を
通
じ
て

交
流
し
ま
し
た
。
教
中
は
、
商
人
で
あ

り
な
が
ら
も
そ
の
よ
う
な
文
化
的
サ
ロ
ン

を
主
催
し
た
り
、
ほ
か
の
サ
ロ
ン
に
出
入

り
し
た
り
し
ま
し
た
。
教
中
が
編
集
刊

行
し
た
漢
詩
集『
澹た

ん
じ
ょ
し
こ
う

如
詩
稿
』に
よ
る
と
、

安
政
4
（
1
8
5
7
）年
5
月
20
日
に

「
清
巌
精
舎
」（
清
巌
寺
）で
観
専
寺
住

職
稲
木
黙
雷
主
催
の
書
画
展
覧
会
が
催

さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
教
中
ら
文
人
た
ち
は
数
十
幅
に
及

ぶ
作
品
を
観
覧
し
、
品
評
す
る
と
と
も

に
互
い
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
感
動
を
共

有
し
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
交
流
を

通
じ
て
、
特
に
縣

あ
が
た

六り
く
せ
き石
や
戸
田
香
園
、
藤

田
素
堂
と
いっ
た
宇
都
宮
藩
士
た
ち
と
の

親
交
を
深
め
、
宇
都

宮
藩
と
の
関
わ
り
を

強
め
て
いっ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
人
脈
に
も

助
け
ら
れ
、
教
中
は

桑
島
・
岡
本
新
田
を

開
発
し
、
そ
の
功
績

に
よ
り
、
宇
都
宮
藩

の
士
分（
武
士
の
身

分
）に
列
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

教
中
は
、
宇
都
宮
藩
の
儒
学
者
だ
っ

た
義
兄
大お

お
は
し橋
訥と

つ
あ
ん庵
と
と
も
に
、
幕
政
を

批
判
し
外
国
勢
力
の
排
除
を
図
る
尊
王

攘
夷
運
動
に
奔
走
し
ま
し
た
。
桜
田
門

外
の
変
の
後
、
老
中
・
安
藤
信
正
は
悪

化
し
て
い
た
朝
幕
関
係（
朝
廷
と
幕
府
の

関
係
）の
改
善
と
幕
府
の
権
威
回
復
を
目

指
し
て
、
公
武
合
体
政
策
を
推
進
、
そ

の
具
体
策
と
し
て
、
孝
明
天
皇
の
妹
和

宮
を
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
も
と
に

降
嫁
さ
せ
ま
す
。
安
藤
信
正
が
和
宮
を

強
引
に
公
武
合
体
政
策
の
犠
牲
に
し
て

降
嫁
さ
せ
た
と
考
え
、
憤
慨
し
た
教
中
、

訥
庵
ら
宇
都
宮
の
尊
攘
派
は
、
水
戸
の

浪
士
と
組
ん
で
安
藤
信
正
暗
殺
を
企
て

ま
し
た
。
文
久
2
（
1
8
6
2
）
年
1

月
15
日
、
下
野
の
医
師
・
河
野
顕
三
と

水
戸
の
浪
士
ら
六
人
は
、
つ
い
に
信
正
を

襲
撃
し
、
負
傷
さ
せ
ま
し
た（
坂
下
門
外

の
変
）。
そ
の
後
、
教
中
は
こ
の
事
件
に

お
い
て
志
士
た
ち
を
金
銭
的
に
支
援
す
る

な
ど
関
わ
っ
た
と
し
て
、
宇
都
宮
の
同
志

と
と
も
に
捕
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。
教
中

は
、
投
獄
さ
れ
、
出
牢
後
ま
も
な
く
35

歳
の
若
さ
で
病
死
し
ま
し
た
。

　

襲
撃
自
体
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
も
の

の
、
安
藤
ら
幕
閣
が
更
迭
さ
れ
、
尊
攘

派
へ
の
弾
圧
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
坂
下

門
外
の
変
は
そ
の
後
の
政
局
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
教
中
ら
宇
都
宮

と
水
戸
の
志
士
た
ち
の
尊
王
攘
夷
運
動

は
幕
末
の
初
期
に
お
い
て
全
国
に
先
駆
け

た
動
き
の 

一 

つ
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

うつのみや

歴史民俗
紀行

歴史民俗紀行

●柏村祐司先生には長期間にわたる御執筆に心から感謝申しあげます◎柏村祐司氏の「ふるさと歴史民俗散歩」は、2020年3月号に連載が終了しました。2020年4月号から
栃木県立博物館人文部門の各担当者による新連載「うつのみや歴史紀行」がはじまりました。

19 May  2020 18

第02回
●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20205月 〜   6月 皐月─水無月

※新型コロナウイルスのため各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

菊
池
教
中
画
像  

葭
田
蔡
泉
筆 

（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）

宇都宮の志士 菊池教
きょう

中
ちゅう

栃木県立博物館主任研究員   飯塚  真史
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前
回
触
れ
た
よ
う
に
、
幕
末
の

志
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た
渋
沢

栄
一
は
、
23
歳
の
と
き
に
幕
府
の

転
覆
を
目
指
し
て
高
崎
城
襲
撃
計

画
を
立
て
ま
し
た
。

　

彼
は
、
そ
の
実
行
の
前
に
、
父

に
対
し
て
自
分
を
勘
当
（
親
子
の

縁
を
切
る
）
す
る
よ
う
願
い
出
ま

す
。
反
対
さ
れ
る
の
が
目
に
見
え

て
い
た
た
め
、
彼
は
父
に
計
画
を

漏
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
ま
ま
計
画
を
実
行
し
て
し
ま

え
ば
、
家
族
に
ま
で
嫌
疑
が
か
け

ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
れ
を
避

け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

夜
を
徹
し
て
父
子
は
話
し
合
い

ま
し
た
。

「
百
姓
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
そ

の
分
を
守
っ
て
生
き
れ
ば
い
い
で
は

な
い
か
」
と
い
う
父
に
、
栄
一は
こ

う
述
べ
ま
す
。

「
武
士
の
政
治
が
こ
こ
ま
で
衰
え
、

腐
敗
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
以
上
は
、

も
は
や
こ
の
日
本
は
ど
う
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
日
本
の
国

が
こ
の
ま
ま
沈
む
よ
う
な
場
合
で

も
、『
自
分
は
農
民
だ
か
ら
少
し

も
関
係
な
い
』
と
言
っ
て
傍
観
し
て

い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
事

も
知
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
ま
で
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
いっ
た
ん
知
っ
た
以
上

は
、
国
民
の
役
割
と
し
て
け
っ
し

て
安
閑
と
し
て
い
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
は
や
こ

の
時
勢
に
な
っ
た
以
上
は
、
百
姓
、

町
人
、
ま
た
は
武
家
の
差
別
な
ど

な
い
し
、
血
洗
島
村
の
渋
沢
家
一
軒

の
行
く
末
を
気
に
し
て
も
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
私
個
人
の
決
断
に

つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
ま
す
」

　

彼
は
、
こ
こ
で
吐
露
し
た
、「
沈

む
日
本
を
何
と
か
し
た
い
」
と
い

う
高
い
志
を
ブ
レ
ず
に
一
生
涯
守
っ

た
人
物
で
し
た
。
こ
の
点
に
、
彼

の
行
動
の
謎
を
解
く
ヒ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

彼
は
高
崎
城
襲
撃
計
画
を
中
止

し
た
後
、
幕
府
か
ら
の
嫌
疑
を
避

け
る
た
め
に
、
京
都
に
逃
げ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か

ら
、
一
橋
家
家
臣
、
そ
し
て
幕
臣

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

幕
末
の
志
士
だ
っ
た
人
物
が
、
な

ぜ
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
打
倒
の
対
象

で
あ
る
幕
臣
と
な
っ
た
の
か—

　

こ
の
一
番
の
理
由
は
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
他
に
行
き
場
が
な
か
っ
た

こ
と
で
し
た
が
、
も
う
一
つ
、
志
に

関
わ
る
大
き
な
理
由
も
存
在
し
た

の
で
す
。

　

彼
に
と
っ
て
倒
幕
と
い
う
の
は
、

志
を
達
成
す
る
た
め
の
単
な
る
手

段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
の
一
橋
家
は
、
当
主
の
一
橋

慶
喜
、
用
人
の
平
岡
円
四
郎
と
も

に
時
代
を
超
え
た
英
傑
で
し
た
。

そ
ん
な
彼
ら
と
な
ら
、
倒
幕
を
し

な
く
と
も
、
日
本
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い—

そ

う
、
彼
は
判
断
し
得
た
の
で
す
。

志
の
高
さ
ゆ
え
の
ず
ば
抜
け
た
柔

軟
性
、
こ
れ
こ
そ
彼
の
偉
業
の
元

手
で
し
た
。

第2回

　

不
動
産
売
買
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る

㈱
R
i
n
g
s
+
（
小
林
孝
至

社
長
）は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
代
行
サ
ー
ビ
ス「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
宅
や
店

舗
な
ど
で
既
存
の
建
物
を
改
築
、

再
利
用
す
る「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の

で
す
。

　
「
古
い
家
、
建
物
も
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
顧
客
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
、
か
っ
こ
い
い
空
間

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
を
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
古
い
建
物
の
再

利
用
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
不

動
産
会
社
さ
ま
や
賃
貸
物
件
の

オ
ー
ナ
ー
さ
ま
、
管
理
会
社
さ

ま
な
ど
に
対
し
て
、
私
ど
も
が
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
提
供

し
、
差
別
化
や
成
約
率
向
上
に
結

び
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
す
」

　

同
社
で
は
、
不
動
産
会
社
な

ど
か
ら
相
談
を
受
け
た
物
件
に

合
わ
せ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
を
３
Ｄ
の
パ
ー
ス
図
で

　

2
0
1
6
年
に
起
業

し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス（
松
丸

昂
平
社
長
）。
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
制
作
な
ど
、
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
課
題
解
決
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
ホ
テ
ル（
宿
泊

業
）を
サ
ポ
ー
ト
す
る

オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
事

業
で
す
。

　
「
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
で
は
注
文
、

配
膳
、
会
計
な
ど
〝
待
つ
〟
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
待
ち
時
間
を
簡
単
に
ス
マ
ホ

で
解
消
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

『
轟（
と
ど
ろ
く
）』を
開
発
し
ま
し

た
」

　

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来

は
設
備
投
資
に
費
用
が
か
か
る
も

の
が
多
く
、
導
入
に
二
の
足
を
ふ

む
ホ
テ
ル
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス

の
開
発
し
た『
轟
』は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
導
入
で
き
、
既
に
お
持
ち
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
る

と
の
こ
と
で
す
。
操
作
方
法
も
わ

か
り
や
す
い
た
め
、導
入
が
ス
ム
ー

ズ
な
点
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
ホ
テ
ル
に
も
導
入
が

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る『
轟
』を
飲

食
店
向
け
に
改
良
し
、
予
約
注
文

提
案
。
広
告
や
ウ
ェ
ブ
で
物
件

を
探
し
て
い
る
顧
客
に
、
現
場

写
真
と
組
み
合
わ
せ
て
見
て
も

ら
う
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。

　
「
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
他
社
や
他
物
件
と
の
差
別
化
も

容
易
に
な
り
、
成
約
率
ア
ッ
プ
も

期
待
で
き
ま
す
」

　

中
古
物
件
は
新
築
よ
り
も
イ

メ
ー
ジ
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す

が
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
逆
に

そ
の
物
件
の
持
つ
魅
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
た
り
、
新
し
い
可
能
性
を
産

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
社
の
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」を
活
用
す
る
こ

と
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
が
増

え
れ
ば
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
新

サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
大
き
な
期
待

を
持
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
予
定
で
は

４
月
１
日
か
ら
稼
働
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が —

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
、
飲
食
店
業
界
全
体

が
苦
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
」

　

そ
こ
で
、
現
在
注
目
さ
れ
て

い
る
飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

に
対
応
で
き
る
機
能
も
つ
け
て

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
。
リ
リ
ー
ス

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
ホ
テ
ル
同
様

に
飲
食
店
で
も
顧
客
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
作
業
・
経
営
の
効
率
化

が
図
れ
ま
す
。
景
気
が
上
向
い

て
き
た
ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
飲
食

店
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
」

　

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度「
第
１
回
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」を
２

月
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
４

社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
株
式
会
社
R
i
n
g
s
+
さ
ま
と
株
式

会
社
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

リノベーションデザイン代行で、
中古物件に新たな魅力を

ホテルや飲食店の効率化、
収益アップをサポート

合同プレス発表会で発表する小林社長

合同プレス発表会で発表する松丸社長

「ＴＳＵＮＡＧＵ」のリアルな３Dパース図

スマホ画面で簡単に予約ができる
ユーザーフレンドリーな予約注文システム

株式会社
Rings+

（リングスプラス）

株式会社
ジェネックス

株式会社 Rings+ （リングスプラス）

株式会社 ジェネックス

本社／宇都宮市今宮2-18-10

本社／宇都宮市中央3-14 栃木県産業会館３階 宇都宮ベンチャーズ内

株式会社ジェネックス
代表取締役
松丸昂平さん

株式会社Rings＋
代表取締役		小林孝至さん

https://ringsplus.net

https://genexh.co.jp

1028-688-7077  5028-688-7078

1028-616-8616

作家・
グロービス経営大学院
客員教授

守屋　淳／もりや・あつし

　１９６５年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非
子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊
行するかたわら、グロービス経営大学院アルムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34
万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自伝』、シリーズで20 万部の
『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。２０１８年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。

渋
沢
栄
一
と

そ
の
思
想
に
学
ぶ

S
hibusaw

a E
iichi 

　

Learn from
 that thought

「
渋
沢
栄
一
の
志
」
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5月
May
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　新型コロナウイルス感染症の影響で、東京オリン
ピックをはじめとしたさまざまなイベントが中止と
なっています。終息の時期も見えない中で、第2波、
第3波の流行も懸念されますので、今のうちに対策で
きることは進めておいたほうが良いかもしれません。
　当所でも、新型コロナウイルス感染症支援ガイドブックをはじ
めとして皆さまのお役に立てるように様々な取り組みを行ってお
ります。
　お困りごとがありましたら、ぜひ商工会議所にお問い合わせく
ださい。
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栃
木
県
で
は
、
健
康
長
寿
と
ち

ぎ
づ
く
り
推
進
条
例
の
施
行（
平
成

26
年
4
月
1
日
）を
契
機
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
体
操
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組

み
合
わ
せ
た
、
座
っ
た
ま
ま
出
来

る
体
操
で
す
。
動
画
、
B
G
M
、

動
作
見
本（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）を
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
自
宅
や
職
場
な
ど

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

外
出
控
え
が
続
く
今
、
外
出
し

な
い
こ
と
で
生
活
が
不
活
発
に
な

り
、
健
康
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
時
こ
そ「
自
宅

で
出
来
る
健
康
づ
く
り
」に
取
り
組
み
、

ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
つ
け
な
い
身
体
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
体
操
に
つ
い
て
」

U
RL　

http
://w

w
w

.p
ref.tochig

i.
lg.jp/b04/genkinikoniko.htm

l　

【
問
合
せ
】

栃
木
県
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
健
康
長
寿
推
進
班

☎
0
2
8
-6
2
3
-3
0
9
4

自宅で出来る！「元気ニコニコ体操」

写真上／身体活動関連の研修会にて「元気ニコニコ体操」を実践している様子
写真下／「元気ニコニコ体操」紹介動画

　

群
馬
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
多
く
の
県
民
か
ら
親
し
ま

れ
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
の「
赤
城

山
」。

　

そ
の
美
し
く
長
い
裾
野
は
、
県

内
の
前
橋
市
を
は
じ
め
と
す
る

５
市
1
村
に
ま
た
が
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
エ
リ
ア
に
は
豊
か
な
自
然

や
自
然
と
親
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
、
歴
史
あ
る
建
築
物
、
大
地

に
広
が
る
田
園
風
景
、
祭
や
グ
ル

メ
等
、
四
季
ご
と
に
色
鮮
や
か
な

美
し
さ
を
魅
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
赤
城
山
の
魅
力
を

ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
風
に
撮
影
し
ま

し
た
。

　

案
内
役
は
前
橋
市
在
住
の
女
優
、

手
島
実
優
さ
ん
で
す
。
手
島
さ
ん

と
旅
す
る
よ
う
に
、
一
年
を
通
じ

た
赤
城
山
の
魅
力
を
、
旅
情
的
な

Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
映
像
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

赤城山エリアＰＶ（四季編）
「日本国際観光映像祭」で「自然、農村、
山村観光」分野最優秀賞を受賞

場　所／水戸市三の丸2丁目地内
問合せ／水戸市教育委員会事務局教育部歴史文化財課
 ☎029-306-8132

　

復
元
整
備
を
進
め
て
い
た
水
戸

城
大
手
門
が
完
成
。
２
月
４
日
に

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
大
手
門

の
く
ぐ
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
手
門
は
水
戸
城
の
正
門
に
あ

た
る
、
最
も
格
式
の
高
い
門
で
す
。

佐
竹
氏
が
水
戸
城
主
だ
っ
た
慶
長
６

（
1
6
0
1
）年
頃
に
建
て
ら
れ
、

そ
の
後
、
何
度
か
の
建
て
替
え
が

行
わ
れ
た
後
、
明
治
年
間
に
解
体

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
初
期
の
様
式
を
残
す
古
風

な
城
門
で
、
高
さ
約
13
・
3
ｍ
、

幅
約
17
・
1
ｍ
、
奥
行
約
5
・
7

ｍ
と
土
塁
と
接
す
る
大
手
門
と
し

て
は
日
本
最
大
級
の
大
き
さ
を

誇
り
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

水戸城大手門の復元が完成

元気ニコニコ
体操

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

た
は
来
署
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

時
点
で
税
務
署
へ
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
申
告
期
限
延
長
の
取
扱
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
納
税
者
の
皆
さ
ま
に
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に

申
告
で
き
る
よ
う
、
原
則
と
し
て
事
前

ま
で
）申
告
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

持
を
困
難
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

②
納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思
を
持
つ

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
国
税
以
外

の
国
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
納
付
す
べ
き
国
税
の
納
付
期
限
か
ら

６
カ
月
以
内
に
申
請
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と

※
担
保
の
提
供
が
明
ら
か
に
可
能
な
場

合
を
除
い
て
、
担
保
は
不
要
で
す
。

（
注
）令
和
元
年
分
の
申
告
所
得
税
、
贈

与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
確
定
申
告
は
延
長
さ
れ
た
期
限

（
令
和
２
年
４
月
16
日
）が
納
付
期

限
と
な
り
ま
す
。

（
注
）す
で
に
滞
納
が
あ
る
場
合
や
滞
納

と
な
っ
て
か
ら
６
カ
月
を
超
え
る

談
を
ご
希
望
の
方
は
、
国
税
局
猶
予
相

談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
国
税
局
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
猶

予
申
請
書
等
の
提
出
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
猶
予
申
請
書
等
は

税
務
署
へ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
令
和
元
年
分
の
申
告
所
得
税
、

贈
与
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

に
つ
い
て
期
限
内
に
税
務
署
に
申
告
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
期
限
を
区

切
ら
ず
に
、
柔
軟
に
確
定
申
告
書
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
ま

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
宅
等
か
ら
申
告
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ

る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
手
段
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
分
の
還
付
申
告
に
つ

い
て
は
、
５
年
間（
令
和
６
年
12
月
31
日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
国
税
を
一
時
的
に
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
税
務
署
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
要
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
と
き
は
、
原
則
一
年
以
内
の
期
間

に
限
り
、
猶
予
が
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

宇
都
宮
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
…

◎
原
則
１
年
間
猶
予（
状
況
に
応
じ
て
さ

ら
に
一
年
間
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

◎
猶
予
期
間
中
の
延
滞
税
が
軽
減

◎
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
換
価（
売
却
）

が
猶
予

【
要
件
】

①
国
税
を
一
時
的
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
の
継
続
ま
た
は
生
活
の
維

場
合
で
あ
っ
て
も
、
税
務
署
長
の

職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
が
受
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
国
税

徴
収
法
第
１
５
１
条
）

【
申
請
方
法
】

　

申
請
に
当
た
っ
て
必
要
な
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に「
国
税
局
猶
予
相
談

セ
ン
タ
ー
」へ
お
電
話
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
な
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
税
局
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
か
ら
の
、
猶
予
制
度
に
関

す
る
一
般
的
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
の

で
、
猶
予
制
度
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相

申
告
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
を
柔
軟
に
受
け
付
け
て
い
ま
す

納
税
が
困
難
な
方
に
は
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
自
動
音
声
案
内
）

問合せ

関
東
信
越
国
税
局

☎
0
4
8-

6
1
5-

3
0
0
7

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
自
動
音
声
案
内
）



（
税
込
）
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